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 ＜あらまし＞	
 	
 本研究は,前提知識の習得を支援するウェブサイトの試作を目的とした,英語番組

教材の分析方法に関する報告である.前提知識の習得支援を行うためには,各教材の構成に適した分析

をする必要がある.先行研究をもとに,教材の系列パターンに基づく前提知識の調査方法を整理し,今

後の課題についてまとめた.	
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１．はじめに	
 

第二言語習得学習においては,前提知識の不足
を補い,学習者の習得レベルに応じた教材を提供
す る こ と が 求 め ら れ て い る . た と え
ば,Kracshen(1982)は第二言語習得学習には学習
者の理解可能なインプットが必要であるとして

いる.また,インストラクショナルデザインの分野
では,前提条件を明確にして,学習者のレベルに適
した教材を設計することが重要なプロセスとさ

れている（鈴木	
 2002）.テレビとラジオで放送
をしている NHK 英語番組教材においては,講座
ごとにメソッドやジャンルが異なるものの,各教
材の課題構成に適した前提知識の習得支援がな

されていないという課題がある. 
本研究では,前提知識の習得を支援するウェブ

サイトの試作を目的として,先行文献をもとに教
材の分析方法を調査した結果を報告する. 
 

２．前提知識の分析方法	
 

(1) 本研究における前提知識の定義 
ディックら（2004）は前提知識の特徴として,

①学習者の一般的な特性（読解力や言語力、学習

スタイル）とは区別される学習の前提条件②テス

トで計測可能なもの③教材には収載されていな

い基礎的な知識の３つを挙げている.学習者の一
般的特性は学習を進める上で学習効果を最大化

する上では補助的な役割を果たすものの,それを
前提知識に含めてしてしまうと,教材で教える内
容は膨大となってしまう.また,それらがどのよう
な技能であるか明確に出来ない場合は、そもそも

教授することができない.そのため,教授すること
ができる前提知識と学習者の一般的特性を区別

するための手段として,テストで測定出来るもの
かどうかということが判断基準の一つになる.さ
らに,教材での学習に必須ではあるが,「学習者に
教えないスキル（インストラクションでは取り上

げないスキル）」を前提知識としている. 
 
 (2)外国語番組教材における学習成果分類 
外国語番組教材の学習成果を分類したものに,

鈴木(1989)がある（図１）.学習成果を単語の語源
や構造などを扱う「意味論」に対応する学習成果

と,文法事項に代表される「統語論」に分類して
いる.この２つの学習成果は言語の直感的な運用
能力を構成する「読む」「書く」「聞く」「話す」

という４つの技能領域のすべての前提条件とな

っている.特に,「意味論」と「統語論」の学習成
果を分析していく上で重要となってくるのが,既
に学んだ語彙などの学習内容を繰り返し「述べる

ことができる」ようになることをめざす「言語情

報」と,学んだことを未知の事例に「適用するこ
とができる」という「知的技能」の学習成果であ
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る.繰り返し「述べることができる」とされてい
る以上,「言語情報」に属する標的目標は課題の
中ですべて解説がなされていること,また課題を
遂行するにあたって「知的技能」の下位技能が習

得済みとなっていなければならない. 

図１	
 外国語番組学習における学習成果の分類	
  
鈴木(1989)をもとに作成	
  
	
 

３．系列パターン	
 

系列パターンとは、学習課題をどのような順序

で構成するかを分類したものであり,この違いに
よって前提知識の習得支援のために必要な介入

が変わってくることが予測される.たとえば,前の
講座が次の講座の前提となるような系列化がき

ちんとなされているカリキュラムの場合,前提知
識の習得支援のためには前の教材を推薦すれば

よい.一方で,毎回新しいテーマの学習課題が提示
され,以前の講座が新しい講座の学習の前提とな
っていない場合は,前提知識の習得支援のために
は、別の介入が必要になってくるだろう. 

 
表１	
 系列化の種類と特徴 

系列パターン 特徴 
階層型 前の講座が次の講座と前提と

なるような系列化がきちんと

なされている教材. 
知識基盤型 毎回新しいテーマが提示される

教材で学習内容の選択は学習者

に委ねられる. 
螺旋型 徐々に課題の複雑さが増してい

き,教材を通して能力が積み上
げられていくような教材. 

 

	
 ガニェら(2007)は教材の系列パターンを３つ
に類型化している.①階層型②知識基盤型③螺旋
型である。それぞれの特徴について表１にまとめ

た。３つのパターンをもとに教材を分析する. 
 

４．まとめと今後の課題	
 

先行研究をもとに外国語番組教材における前

提知識の分析方法と,一般的な教材におけるカリ
キュラムの系列パターンについて調査した.外国
語番組教材の前提知識の分析にあたっては,「読
む」「書く」「聞く」「話す」という学習成果分類

すべての前提となる意味論と統語論の学習成果

に着目し,言語情報と知的技能の角度から学習課
題を分析する方法がある.また,その際には分析し
た前提知識がカリキュラムの中でどのように構

成されているか（あるいはされていないか）とい

う系列パターンの視点から検討し,必要な介入を
明らかにしなければならない. 
今後の課題は,こうした方法論をもとに,NHK

英語番組教材を分析することである.特に,系列パ
ターンについてはガニェの３分類に限らず,さま
ざまなパターンが出てくることが予測される.き
ちんと階層化がなされている教材か,カリキュラ
ム内の一部が階層化されている教材かによって

必要な学習支援が異なってくるだろう.したがっ
て,この方法をもとに教材を分析し,前提知識の習
得支援を目的とした場合に,どのような視点を加
える必要があるかを検討する.また,そうした分析
を行った上で,ウェブ技術を用いて学習者に対し,
どのような学習支援が可能となるか検討する必

要があるだろう. 
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